
平成２９年度 

全国学力・学習状況調査における 

香美町の調査結果のまとめ（概要） 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査の概要 <P1> 

 

２ 本町の状況 <P1> 

（１）教科に関する調査の状況 <P1> 
ア 小学校に関する状況 

イ 中学校に関する状況 

ウ 教科ごとの状況 

(ｱ) 全国の正答率を上回っている問い 

(ｲ) 全国の正答率を下回っている問い及び誤答分析・考察 

（２）児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 <P19> 
ア 自己変容の状況について（小６時と中３時の３年間の経過から）<P19> 
イ 新しい学習指導要領実施に向けて <P23> 

(ｱ) 主体的・対話的で深い学びの視点による学習指導の改善に向けた 

取組状況から 

(ｲ) 教職員の資質能力向上の取組状況から 

(ｳ) カリキュラムマネジメントの取組状況から 

(ｴ) 小中連携の取組状況から 

(ｵ) 学習評価の在り方から 
ウ これまでの回答状況の変化から <P27> 

（３）質問紙と学力のクロス分析の状況から <P33> 

 

３ 今後の取組の方向性について <P37> 

 

 

 

平成２９年１２月 

香美町教育委員会 
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１ 調査の概要 

（１） 調査の目的                                           

本調査は、香美町における児童生徒の学力や学習状況を分析・把握し、本町の教

育施策の成果や課題を検証し、その改善を図るとともに、各小・中学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習・生活状況の改善等に役立てることを目的とする。 

なお、本調査において測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における

教育活動の一側面である。 

 

（２） 実施期日 平成２９年４月１８日（火） 

 

（３） 調査実施校数及び人数 

・小学校６年生：１０校 １５１人 

・中学校３年生： ４校 １６７人 

 

（４） 調査内容 

ア 教科に関する調査（国語、算数・数学） 

(ｱ) 主として「知識」に関する問題（Ａ） 

(ｲ) 主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

(ｱ) 児童生徒に対する調査 

(ｲ) 学校に対する調査 

 

２ 本町の状況 

（１）教科に関する調査の状況                                          

【調査結果の分析の基準】 

 

 

 

 

 

ア 小学校に関する状況 

教 科 等 香美町の結果 

国 語 
Ａ（知識） 同程度 

Ｂ（活用） 同程度 

算 数 
Ａ（知識） 同程度 

Ｂ（活用） 同程度 

 

 

 

 

 

全国平均正答率を基準とした時の割合 全国と比較した時の表現 

＋5.1％以上 上回る 

±5.0％以内 同程度 

－5.1％以下 下回る 
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イ 中学校に関する状況 

教 科 等 香美町の結果 

国 語 
Ａ（知識） 同程度 

Ｂ（活用） 同程度 

数 学 
Ａ（知識） 同程度 

Ｂ（活用） 同程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 教科ごとの調査の状況 

【調査結果の概略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

 ○ 香美町の正答率は、全国と比較して、いずれの教科においても小学校、中学校

とも「同程度」である。同基準により兵庫県と比較した場合も「同程度」である。 

 ○ 「主として知識」（いわゆるＡ問題）と「主として活用」（いわゆるＢ問題）と

の正答率を比較した時、「主として知識」の正答率の方が、「主として活用」を上

回り、昨年度までの調査と同様の傾向を示している。 

 

 

 

◇小学校◇ 

（国語） 

 ・正答、誤答、無解答の各割合や領域ごとの正答率の割合、正答数の児童

の割合とも、全国と同様の傾向を示している。 

 ・Ｂ問題における記述式の問いに対して、やや課題がみられる。 

（算数） 

 ・「数量関係」、「図形」の領域の問いに対してやや課題がみられる。 

・数量や図形について理解したり、理由を記述したりする問いにやや課題 

がみられる。 

◇中学校◇ 

（国語） 

 ・いずれの領域においても、全国の正答率をやや上回っている。評価の観点

別正答率も同様の傾向にある。 

 ・問題形式では、Ｂ問題の選択式にやや課題がみられる。 

（数学） 

 ・「資料の活用」を除く他の領域は、全国の正答率をやや上回っている。 

 ・正答、誤答、無解答の各割合や領域ごとの正答率の割合、正答数の生徒の

割合とも、全国と同様の傾向を示している。 

 ・数学的な表現を用いて理由を説明する記述式の問いにやや課題がみられ

る。 
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◆小学校 

国語Ａ 国語Ｂとも「該当なし」 

算数Ａ 算数Ｂとも「該当なし」 

 

◆中学校 

国語Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊問題文は当日の問題用紙及び報告書からの引用 以下同じ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８－一 「Ｃ 読むこと」 

＜分析＞ 

「祖母」という詩の各連の関係についての説明

で最も適切なものを選ぶ設問であり、文章の表現

の仕方について、自分の考えをもつことができる

かどうかをみる問いである。 

全国の正答率は８割を超えている。香美町の生

徒の正答率は約９割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９－一１、２、３ 三ア、イ 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 

＜分析＞ 

学年別漢字配当表に示されている漢字を、文脈

に即して正しく書くことができるかどうかをみ

る問いである。「規模」が約７割（全国６割台）、

「延期」が８割以上（同６割台）、「（営）む」が

９割以上（同８割台）書けている。 

また、慣用句、ことわざでは、７割から８割の

正答率である。「急がば回れ」を選択する問いは

平成２６年度のＡ問題として出題されており、そ

の時よりも正答率は１１ポイント上昇している。 

 

 

 

 

(ｱ) 全国の正答率を上回っている「問い」     

５－一 「Ｂ 書くこと」 

＜分析＞ 

生徒会だよりの＜立候補者から＞の欄の書き

方の説明について、文章の構成を工夫して、分か

りやすく書くことができるかどうかをみる問い

である。 

全国の正答率は約８割である。香美町の生徒は

それ以上の正答率を示している。 
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国語Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－二 「Ａ 話すこと・聞くこと」 

＜分析＞ 

けん玉の実演についてのスピーチにおいて、

話の論理的な構成や展開などに注意して聞く

ことができるかどうかをみる問いである。意見

１は「実演前に見るポイントを示す方が聞き手

の理解が促されること」を述べており、正解の

「１」と解答している生徒の割合は全国では約

７割程度の中、香美町の生徒の正答率は８割を

越えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－二 「Ｃ 読むこと」 

＜分析＞ 

場面の展開や登場人物などの描写に注意し

て読み、内容を理解しているかどうかをみる問

いである。正解の「父」と解答している生徒の

割合は全国でも８割以上ある中、香美町の生徒

の正答率は９割以上ある。 
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数学Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－（２）、（３）、（４）「Ａ 数と式」 

＜分析＞ 

与えられた文字式の意味を、具体的な事象

の中で読み取ること、整式の加法と減法の計

算、等式の目的に応じた変形ができるかどう

かをみる問いである。中学校第１・２学年で

の既習事項である。各正答率に差はあるもの

の、香美町の生徒の正答率は、全国よりもそ

れぞれ６～７ポイント程度高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－（４） 「Ａ 数と式」 

＜分析＞ 

簡単な連立二元一次方程式を解くことが

できるかどうかをみる問いである。中学校第

２学年での既習事項である。香美町の生徒の

正答率は、全国よりも約１３ポイント程度高

い。 

一方、無解答率は全国よりも５ポイント程

度低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－（１） 「Ａ 数と計算」 

＜分析＞ 

分数の乗法の計算ができるかどうかをみ

る問いである。小学校第６学年での既習事項

であり、全国でも相当数の生徒ができてい

る。香美町の生徒の正答率は、全国よりも６

ポイント程度高い。 
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７－（１）、（２） 「Ｂ 図形」 

＜分析＞ 

証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解しているか、また、作図の手順を

読み、根拠として用いられている平行四辺形になるための条件を理解しているかどうかをみる

問いである。中学校第２学年での既習事項である。香美町の生徒の正答率は、全国よりも６～

９ポイント高く、三角形の合同条件についての理解や三角形や平行四辺形の基本的な性質を論

理的に確かめたりする力などは良好であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  「Ｂ 図形」 

＜分析＞ 

命題の仮定と結論を区別し、与えられた命

題の仮定を読み取ることができるかどうか

をみる問いである。中学校第２学年での既習

事項であり、９割近い生徒が、仮定部分と結

論部分を区別して理解できている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０－（１）、（２） 「Ｃ 関数」 

＜分析＞ 

与えられた比例の式について、χの値に対応

するｙの値を求めること、与えられた比例のグ

ラフから、χと y の関係を式に表すことができ

るかどうかをみる問いである。 

中学校第１学年での既習事項であり、特に、

（１）は９割の生徒ができている。 
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１１  「Ｃ 関数」 

＜分析＞ 

与えられた一次関数のグラフの傾きと切

片の値をもとに、χとｙの関係をｙ＝aχ＋

b の式で表すことができるかどうかをみる

問いであり、８割の生徒ができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 「Ｃ 関数」 

＜分析＞ 

二元一次方程式を関数を表す式とみて、そ

のグラフの傾きと切片の意味を理解してい

るかどうかをみる問いである。中学校第２学

年での既習事項である。香美町の生徒の正答

率は、全国よりも約１０ポイント程度高い。 

また、択一式ではあるものの、無解答の生

徒も極めて少ない。 
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数学Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－（２） 「Ａ 数と式」 

＜分析＞ 

与えられた説明の筋道を読み取り、事象を数学的

に表現することができるかどうかをみる問いであ

る。香美町の生徒の正答率は、全国よりも約７ポイ

ント程度高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－（２） 「Ｂ 図形」 

＜分析＞ 

付加された条件の下で、図形の性質を用いる

ことができるかどうかをみる問いである。香美

町の生徒の正答率は、全国よりも、約７ポイン

ト程度高い。また、無解答の生徒が１割程度い

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－（１）、（２） 「Ｄ 資料の活用」 

＜分析＞ 

資料から必要な情報を適切に読み取っ

たり、与えられた情報から必要な情報を選

択し、事象に即して解釈したりすることが

できるかどうかをみる問いである。香美町

の生徒の正答率は、全国よりも、約７ポイ

ント～９ポイント程度高い。 
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◆小学校 

国語Ａ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 全国の正答率を下回っている「問い」     

２－一 「書くこと」 

＜誤答分析・考察＞  

点線で囲まれ指示された部分でどの

ようなことを書いているか問われてい

る四択の問題である。 

「今と昔の生活のちがいについて、

体験して気づいたことを書いている。」

が正答であるが、「山村さんの話の中

で、一番心に残ったことを書いてい

る。」を選択した者が、全体の４分の１

程度いた。 

これは、松本さんが体験して感じた

ことや分かったことの具体的な内容を

捉えることができていなかったり、指

示された範囲の文章の冒頭部分にのみ

着目し、選択肢３の「心に残ったこと」

という表現と結びつけたりしたためと

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－（４） 「伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項」 

＜誤答分析・考察＞ 

漢字を読んだり、書いたりする問い

である。学年別漢字配当表に示されて

いる漢字を正しく読んだり書いたりす

ることができるかどうかをみる問いで

ある。「事務」を「じむ」と解答してい

るものの、「室」を「しつ」と解答して

いない者が全体の１割程度みられた。 

学習した漢字を繰り返し書いて練習

するのみならず、漢字の持つ意味を考

えながら文や文章中で正しく使うこと

ができるよう指導することも大切であ

る。 

（参考；「室」は第２学年配当漢字） 
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国語Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－一  「話すこと、聞くこと」 

＜誤答分析・考察＞ 

目的や意図に応じ、自分が伝えたいことについて、的確に話すことが

できるかどうかをみる問いである。 

石田さんの「全体に早口になっているように思うので、そこを直した

いな。」という発言に着目できていないために誤って解答していると思わ

れる。 

誤答を選択している割合の傾向は、全国の傾向とほぼ同様の傾向を示

している。 

１－三  「話すこと、聞くこと、書くこと」 

＜誤答分析・考察＞ 

目的や意図に応じて、話の構成や内容を工夫し、場に応じた適切な言

葉遣いで自分の考えを話すことができるかどうかをみる問いである。 

【スピーチメモ】や【グループでの話し合いの様子】で出された意見

（北川さん、上野さんの発言）を踏まえ、制限された条件をすべて満た

して記述できていないことが課題である。また、無解答の者が全国、兵

庫県と比べて、やや多くみられた。 
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２－（２）、（３）「Ａ 数と計算」「Ｄ 数量関係」 

＜誤答分析・考察＞ 

小数と整数の加法「（小数）＋（整数）」の計算

及び加法と乗法の混合した整数と小数の計算をす

ることができるかどうかをみる問いである。 

（２）で最も多い誤答は「１０．７」で、全体

の約４分の１を占める。また、（３）で最も多い誤

答は「１３」で、全体の約３割弱占める。いずれ

も位を正しくそろえずに計算したり、乗法を先に

計算せずに計算したりしたためと考えられる。 

計算の順序についてのきまりを確実に理解でき

るようにすることが求められる。指導に当たって

は、具体的な場面（例；体育科のハードル走）と

関連付けながら理解できるようにすることが大切

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－三  「書くこと」 

＜誤答分析・考察＞ 

目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書くことができるかど

うかをみる問いである。 

水やりが大変な理由を【アドバイス】の中から２つ取り上げると

いう条件を満たしていない解答をした者が、全体の約４割弱程度み

られる。無解答者は全国、兵庫県とほぼ同程度である。 

日常の学習活動において、国語科のみならず、各教科等において

も、目的や意図に応じて、一定の条件のもとで簡単に書くというよ

うな学習活動を工夫するなどの取組が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－（２） 「Ａ 数と計算」 

＜誤答分析・考察＞ 

１より小さい小数をかける乗法の問題場面を理

解し、数量の関係を数直線に表すことができるか

どうかをみる問いである。 

「１ｍ当たりの値段の６０」を数直線に表すこ

とは約４分３程度の児童ができている。正答以外

の組み合わせを選んでいる者が約３割程度みられ

ることから、二つの数量（代金、長さ）の関係を

適切に捉え、数直線に表されている数量と対応さ

せることができていないと考えられる。 

テープなどの具体物を実際に黒板に掲示し、数

直線と合わせた図を用いて、児童が説明し合う活

動などを取り入れる工夫も求められる。 
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５「Ｂ 量と測定」 

＜誤答分析・考察＞ 

高さが等しい平行四辺形と三角形につい

て、底辺と面積の関係を理解しているかどう

かをみる問いである。 

誤答の傾向は全国、兵庫県と同様の傾向を

示している。誤答で「４」を選択している児

童は、底辺の長さと高さがそれぞれ等しい平

行四辺形と三角形において、三角形の面積が

平行四辺形の面積の半分であることが理解

できていないと考えられる。 

指導に当たっては、合同な三角形を組み合

わせたり、平行四辺形を対角線で２つの合同

な三角形に分割したりするなど、具体的な図

を併用したり、三角形の面積を求める式にあ

る「÷２」の意味を確認することが大切であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７「Ｃ 図形」 

＜誤答分析・考察＞ 

立方体の面と面の位置関係を理解してい

るかどうかをみる問いである。 

４分の３以上の児童が理解できているも

のの、他の選択肢を選び誤答をしている者が

全国、兵庫県と比較してやや多い。 

指導に当たっては、具体物を用いた立体図

形の構成活動を通して、立体図形の面と面の

位置関係について理解できるようにする取

組などが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９－（２）「Ｄ 数量関係」 

＜誤答分析・考察＞ 

資料から二次元表の合計欄に入る数を求め

ることができるかどうかをみる問いである。 

正答率は全国、兵庫県、香美町とも６割前

後であるものの、無解答が国、兵庫県の２倍

以上見られる。 

指導に当たっては、合計欄の意味を理解し、

資料を的確に分類整理できたかどうかを判断

することができるようにする取組などが求め

られる。 
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算数Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－（２） 「Ｄ 数量関係」 

＜誤答分析・考察＞ 

直線の数とその間の数の関係に着目して、示された方法を問題場面に適用することができるかど

うかをみる問いである。 

正答率は全国、兵庫県が３割弱であるのに対して、香美町は約２割である。誤答は全国、兵庫県

と同様に「上から５本目と１０本目」や「上から４本目と８本目」などと解答している選択肢が高

い傾向にある。 

 

 

 

１－（３）「Ｄ 数量関係」 

＜誤答分析・考察＞ 

問題に示された二つの数量の関係を一般化して捉え、その規則性を言葉と数を用いて記述できるか

どうかをみる問いである。 

正答率は全国、兵庫県、香美町とも３割台であるものの、無解答が国、兵庫県に比較してやや多い。 

また、誤答率の高い解答例を分析すると、「カードの差が４のとき、２けたのひき算の答えは３６

になる。」「カードの差が２倍、３倍となると、２けたのひき算の答えも２倍、３倍となる。」など、

別の具体例をあげている解答は、９の倍数になるという規則性についてまで記述できていないと考え

られる。 

指導に当たっては、児童自らが見出した規則性を言葉や式で一般化して、お互いに自分の考えを伝

え合ったり、説明し合ったりする学習活動を取り入れていくことが大切である。 
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誤答の要因として、１本目の３等分する直線は、上から４行空けたところにある５本目の直線に

なるところまでは理解できているものの、２本目の３等分する直線を単純に倍して、１０本目と判

断したり、手紙の長い辺を３等分する点の、点どうしの間が４行ずつになることは理解しているも

のの、その間の数を直線の数に直して表現できていないことなどが考えられる。 

指導に当たっては、日常生活の問題解決のために、示された方法を解釈し、その方法を問題場面

に適用することができるようにすることが大切である。また、算数が、日常生活の問題解決のため

に役立っていることも実感させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－（２） 「Ｄ 数量関係」 

＜誤答分析・考察＞ 

割合を比較するという目的にふさわしいグラフを選ぶことができるかどうかをみる問いである。 

正答率は全国、兵庫県が３割弱であるのに対して、香美町は２割弱である。 

誤答で多い選択肢は「１」と「４」であり、それぞれを３割程度の児童が選択している。これら

のグラフでは、各学年の比較はできても、割合に着目して比べることができなかったり、割合に着

目できていても各学年の比較ができなかったりと、問いに正対した解答になっていない。 

指導に当たっては、様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて、適切なグラフを選択できる力

を身に付けさせることが大切である。 
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５－（１）、（２） 「Ｃ 図形」「Ｄ 数量関係」 

＜誤答分析・考察＞ 

（１）は、示された割合を解釈して、基準量と比較量の関係を表している図を判断できるかどう

かをみる問いである。 

全国、兵庫県、香美町とも６割程度の児童が正答している。 

誤答で多い選択肢は「４」であり、全国、兵庫県、香美町とも３割程度の児童が選択している。

この要因としては、割合と量を混同し、目盛りの数を数えて１４目盛りに着目して判断しているこ

とが考えられる。百分率について正確に理解することが求められる。 

（２）は、身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量に近いものを判断し、その判断

理由を言葉や式を用いて記述できるかどうかを問うている。 

全国、兵庫県、香美町とも正答率は低く、香美町における無解答の児童は１割以上見られる。解

答に当たって、正答の「１（１００円玉）を選んではいるものの、その判断理由を的確に記述でき

ていない児童が３割強、「２（５００円玉）」を選んでいるものが４割程度見られる。 

日常生活の中には、算数で学習したことを活用して、数理的に処理し、合理的に判断できる場面

がある。日々の学習活動の中でも、身近なものに置き換えたときの基準量、比較量、割合の関係を

的確に捉え、判断理由を数学的に表現できる力を身に付けさせる機会や場を設けるなどの工夫が求

められる。 
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◆中学校 

国語Ａ  国語Ｂとも「該当なし」 

 

数学Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－（１） 「Ａ 数と式」 

＜誤答分析・考察＞ 

数量の関係を文字式で表すことができるかどう

かをみる問いである。 

正解は、a/5 であるが、5/a や 5a と解答して

いる生徒が、それぞれ１割程度いる。 

本設問を活用して授業を行う際には、針金の重 

さ「a」ｇを具体的な数に置き換えて針金の重さと

長さの関係を捉える活動を取り入れることなどが

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

４－（３） 「Ｂ 図形」 

＜誤答分析・考察＞ 

扇形の弧の長さを求めることができるかどうか

をみる問いである。 

全国、兵庫県とも正答率は３割程度であるが、 

香美町はその半分程度である。また、無解答の者

が全国、兵庫県、香美町とも２割程度いる。 

「25π／３」という誤答もみられ、円周の求 

め方と円の面積の求め方を混同していると考えら

れる。 

指導に当たっては、画用紙などを用いた具体の 

作業を通して、円と扇形を関連づけた学習活動を

展開することなどの工夫が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－（４） 「Ｂ 図形」 

＜誤答分析・考察＞ 

円柱の体積を求めることができるかどうかをみる

問いである。 

全国、兵庫県とも正答率は５割程度であるが、香美

町は４割程度である。また、無解答の者が全国、兵庫

県、香美町とも１割弱いる。 

「１５００π」が正答であるが、「１５０π」とい 

う誤答も２割程度みられる。 

指導に当たっては、（底面積）×（高さ）が円柱の

体積になることを、模型など具体物を使って理解させ

るなどの方法が考えられる。 
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数学Ｂ 

 

 

 

 

 

 

１４－（１）、（２） 「Ｄ 資料の活用」 

＜誤答分析・考察＞ 

「範囲」、「相対度数」の意味を理解しているかど

うかをみる問いである。 

（１） は全国、兵庫県とも正答率は３割程度で 

あるが、香美町は２割程度である。また、無解答の

者が全国、兵庫県、香美町とも１割弱いる。 

（２）の正解は「０．１」であるが、「３」と解

答している者も２割程度いる。 

この領域の学習活動の時間が十分に確保できて

いたかどうか検証してみる必要もあると考えられ

る。 

 

 

 

２－（３） 「Ａ 数と式」 

＜誤答分析・考察＞ 

事象を数学的に表現したり、数学的に表現さ

れた結果を事象に即して解釈したりすること

を通して、事柄が成り立つ理由を筋道を立てて

説明することができるかどうかをみる問いで

ある。 

全国、兵庫県とも正答率は１割台であるが、

香美町はそれを下回っている。 

「囲まれていないストローの本数が６本で

あること」、「一つの囲みにストローが５本あ

り、その囲みが（n-1）個あること」などのキ

ーワードをもとに、論理的に記述することに課

題がある。 

指導に当たっては、日々の学習活動の中で

も、根拠を明確にし、筋道を立てて話したり、

書いたりする機会や場を設けることが大切で

ある。 
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（２）児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 

ア 自己変容の状況について 

      質問紙の経年比較により、今年度の中学３年生（１６７名）の意識が、小学校６

年生（１７３名）の時（平成２６年度）と比較してどのように変化しているか追跡

した。 

＜挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感＞ 

＊数字は平成２９年度生徒質問紙番号          〔％ 上段；香美町 下段；（全国）〕 

質 問 事 項 
小６時の回答状況 

（Ｈ２６年度） 

中３時の回答状況

（Ｈ２９年度） 

比 較 

（±2%超で表記） 

5) 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦

していますか。 

74.0 

(75.2) 

76.1 

(71.0) 

 

6) 自分には、よいところがあると思います

か。 

81.5 

(76.2) 

71.3 

(70.7) 

 

10) 将来の夢や希望を持っていますか。 

 

90.7 

(86.7) 

68.8 

(70.5) 

 

51) 学校のきまり〔規則〕を守っています

か。  

95.4 

(90.5) 

98.2 

(95.2) 

 

52) 友達との約束を守っていますか。 

 

99.4 

(97.3) 

98.3 

(97.4) 
－ 

53) 人が困っているときは、進んで助けて

いますか。 

 87.4 

(84.4) 

 

54) いじめは、どんな理由があってもいけ

ないことだと思いますか。 

96.4 

(96.5) 

97.0 

(92.8) 
－ 

55) 人の役に立つ人間になりたいと思い

ますか。 

95.4 

(94.0) 

93.5 

(91.9) 
－ 

66) １，２年生のときに受けた道徳の時間

では、自分の考えを深めたり、学級やグ

ループで話し合ったりする活動に取り

組んでいたと思いますか。 

 

 

 

 

88.0 

(76.0) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析〕 

〇  挑戦心は、全国ではやや低下しているものの、香美町では３年間の経過の中で、

やや高まっている傾向が見られる。しかし、「夢や目標を持っているか。」の回答

率が低下しており、将来に向けて夢や志を持って取り組めるよう、更なるキャリ

ア教育の推進などが求められる。 

〇  規範意識は、全国、香美町ともやや高まっている。特に、「いじめは、どんな

理由があってもいけないこと。」という意識が高い。 

〇  「自分によいところがある。」や「将来人の役に立つ人間になりたい。」という

回答率は、全体的に低下しており自己有用感を高めるための手立てを講じていく

必要がある。 

〇  「困っている人を進んで助けたい。」という意識は高い。 
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＜学習に対する関心、意欲、態度＞                

＊数字は平成２９年度生徒質問紙番号                      〔％ 上段；香美町 下段；（全国）〕 

質 問 事 項 
小６時の回答状況 

（Ｈ２６年度） 

中３時の回答状況

（Ｈ２９年度） 

比 較 

（±2%超で表記） 

71) 国語の勉強は好きですか。 61.9 

(59.2) 

55.1 

(60.5) 

 

72) 国語の勉強は大切だと思いますか。 93.6 

(91.8) 

92.2 

(88.8) 
－ 

73) 国語の授業の内容はよく分かります

か。 

 

89.0 

(80.1) 

72.5 

(74.9) 

 

75) 国語の授業で学習したことは、将来、

社会に出たとき役に立つと思いますか。  

89.0 

(87.4) 

88.6 

(83.3) 
－ 

80) 算数・数学の勉強は好きですか。 

 

60.7 

(66.1) 

38.4 

(55.4) 

 

81) 算数・数学の勉強は大切だと思います

か。 

94.2 

(92.3) 

80.8 

(81.1) 

 

82) 算数・数学の授業の内容はよく分かり

ますか。 

82.1 

(79.6) 

58.7 

(69.4) 

 

84) 算数・数学の問題の解き方が分からな

いときには、諦めずにいろいろな方法を

考えますか。 

80.4 

(78.1) 

70.6 

(73.5) 

 

86) 算数・数学の授業で学習したことは、

将来、社会に出たときに役立つと思いま

すか。 

93.0 

(89.0) 

 

76.6 

(72.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析〕 

〇  国語、算数・数学の各問いとも、小学校から中学校に上がり、回答率は低下傾向

にある。特に、中学校における数学については、抽象的思考が求められる度合いが

大きくなり、その理解の程度に大きな差が生じていると考えられる。 

〇  いずれの学年でも「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき役に立

つ」と考えているものの、算数・数学においては、そう考えていない生徒が増加傾

向にある。 

〇  算数・数学の学習をすすめるに当たっては、それらの教科の学習が、キャリア教

育の視点から、日常生活と結びついている場面を児童生徒に提示していくなどの工

夫改善が求められる。 
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＜学校生活等、基本的生活習慣、地域や社会に対する興味・関心＞ 

＊数字は平成２９年度生徒質問紙番号              〔％ 上段；香美町 下段；（全国）〕 

質 問 事 項 
小６時の回答状況 

（Ｈ２６年度） 

中３時の回答状況

（Ｈ２９年度） 

比 較 

（±2%超で表記） 

35) 学校に行くのは楽しいと思います

か。 

87.9 

(86.6) 

77.2 

(80.9) 

 

39) 学級みんなで協力して何かをやり遂

げ、うれしかったことがありますか。 

89.6 

(86.5) 

87.4 

(86.0) 

 

14) 普段（月～金曜日）、１日当たりど

れくらいの時間、携帯電話やスマート

フォンで通話やメール、インターネッ

トをしますか。（携帯電話やスマート

フォンを使ってゲームをする時間は

除く） 

※２時間未満の児童生徒の率 

38.8 

(45.0) 

51.6 

(51.6) 

 

◆ 携帯電話やスマートフォンを持っ

ていない。 

56.1 

(46.3) 

21.6 

(16.1) 

 

 

1) 朝食を毎日食べていますか。 97.1 

(96.0) 

 

92.8 

(93.2) 

 

43) 地域や社会で起こっている問題や

出来事に関心がありますか。 

 

66.5 

(62.9) 

71.9 

(59.2) 

 

44) 地域や社会をよくするために何を

すべきかを考えることがありますか。 

 

38.7 

(42.5) 

34.3 

(33.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析〕 

〇  小学校から中学校へ進学し、「学校に行くのが楽しい。」と回答している率が減少

している。 

〇  携帯電話やスマートフォンの所有率が、３年間で３４ポイント程度高くなってい

る。また、普段、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットを２

時間未満実施している生徒が、小学校６年時に比較して、約１３ポイント上昇して

いる。 

〇  朝食を毎日食べない生徒が、小学校６年時に比較して増えている。 

〇  地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を示す生徒は増えているものの、

地域や社会をよくするために貢献しようと考える生徒は、 

やや減少している。 
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イ 新しい学習指導要領実施に向けて 

（ｱ）主体的・対話的で深い学びの視点による学習指導の改善に関する取組状況から 

 

＜分析 1＞ 

〔児童生徒への質問〕（小学校５５番、中学校５７番） 

５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業では、先生から示される

課題や、学級やグループの中で、自分たちで立てた課題に対して、自ら考

え、自分から取り組んでいたと思いますか。※（ ）内は中学校 

【香美町の状況】 

・児童の回答は「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」をあわ

せると、約８０％ある。また、生徒の回答も８０％程度である。 

・上記のように肯定的な回答をした児童生徒の方が、国語、算数（数学）

とも正答率が高い傾向にある。 

   

 

〔学校への質問〕（小・中学校とも１８番） 

調査対象学年の児童（生徒）は、自らが設定する課題や教員から設定さ

れる課題を理解して授業に取り組むことができていると思いますか。 

【香美町の状況】 

・小学校、中学校の回答とも「そのとおりだと思う」、「どちらかといえば、

そう思う」をあわせると１００％である。 

・学校は上記のように肯定的に回答していても、児童生徒の中には一定の

割合で、そう捉えていない者もみられる。 

   

 

 

＜分析２＞ 

〔児童生徒への質問〕（小学校６０番・中学校６２番） 

５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業で、自分の考えを発表す

る機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立て

などを工夫して発表していたと思いますか。 ※（ ）内は中学校 

【香美町の状況】 

・児童の回答は「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」をあわ

せると、６０％程度である。また、生徒の回答も６０％程度であり、昨

年度よりも高くなっている。児童生徒とも全国と同程度である。 

・上記のように肯定的な回答をした児童生徒の方が、国語、算数（数学）

とも正答率が高い傾向にある。 
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〔学校への質問〕（小・中学校とも１９番） 

調査対象学年の児童（生徒）は、授業において、自らの考えがうまく伝

わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して、発言や発表を行う

ことができていると思いますか。 

【香美町の状況】 

・小学校、中学校の回答とも「そのとおりだと思う」、「どちらかといえば、

そう思う」をあわせると、小学校では６０％、中学校では７５％である。 

・学校は上記のように肯定的に回答していても、児童生徒の中には一定の

割合で、そう捉えていない者もみられる。 

   

 

 

＜分析３＞ 

〔学校への質問〕（小・中学校とも４１番） 

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、授業において、

児童（生徒）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し

合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れましたか。 

【香美町の状況】 

・小学校では、「よく行った」、「どちらかといえば、行った」をあわせる

と１００％である。中学校では７５％である。 

・一方で、中学校で「あまり行っていない」と回答した学校の割合が２５％

あることが課題である。 

   

 

 

（ｲ）教職員の資質能力向上の取組状況から 

＜分析４＞ 

〔学校への質問〕（小学校１０９番 中学校１０７番） 

学校全体の学力傾向や課題について全教職員の間で共有していますか。 

【香美町の状況】 

・「よくしている」、「どちらかといえば、している」をあわせると、小・

中学校とも１００％である。 

   

 

〔学校への質問〕（小学校１０３番 中学校１０１番） 

  児童（生徒）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて

話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を学ぶ校内研修を行ってい

ますか。 

【香美町の状況】 

・上記のような学習活動を学ぶ校内研修について、「あまりしていない」

と回答をした小・中学校が若干存在する。 
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（ｳ）カリキュラム・マネジメントに関する取組状況から 

＜分析５＞ 

〔学校への質問〕（小・中学校とも２９番） 

教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について、各教科等の教育

目標や内容の相互関連が分かるように作成していますか。 

【香美町の状況】 

・「よくしている」、「どちらかといえば、している」をあわせると、小

学校・、中学校とも１００％であり、全国と比べてもかなり高い。 

   

 

〔学校への質問〕（小・中学校とも３１番） 

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に必要な人的・

物的資源等を、地域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み

合わせていますか。 

【香美町の状況】 

・「よくしている」、「どちらかといえば、している」をあわせると、小

学校、中学校ともほぼ１００％であり、全国と比べても高い。 

   

 

 

（ｴ）小中連携の取組状況から 

＜分析６＞ 

〔学校への質問〕（小学校７７番 中学校７６番） 

前年度までに、近隣等の中学校（小学校）と、授業研究を行うなど、

合同して研修を行いましたか。 

【香美町の状況】 

・「よく行った」、「どちらかといえば、行った」をあわせると、小学校

では７０％、中学校では１００％の学校が取り組んでいると回答して

おり、全国と比べても高い。 

   

 

〔学校への質問〕（小学校７８番 中学校７７番） 

前年度までに、近隣等の中学校（小学校）と、教科の教育課程の接続

や、教科に関する共通の目標設定など、教育課程に関する共通の取組を

行いましたか。 

【香美町の状況】 

・「よく行った」、「どちらかといえば、行った」の肯定的回答は、小学

校では３０％程度、中学校では５０％程度に留まる。 
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〔学校への質問〕（小学校７９番 中学校７８番） 

平成２８年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について、近隣等

の中学校（小学校）と成果や課題を共有しましたか。 

【香美町の状況】 

・小学校では「よく行った」、「どちらかといえば、行った」の肯定的回

答は３０％程度に留まっている。一方、中学校では８０％弱が「どち

らかといえば、行った」と回答している。 

   

 

 

（ｵ）学習評価の在り方から 

＜分析７＞ 

〔学校への質問〕（小・中学校とも５１番） 

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、学校生活の中で、

児童生徒一人一人のよい点や可能性を見付け、児童生徒に伝えるなど積

極的に評価しましたか。 

【香美町の状況】 

・「よく行った」、「どちらかといえば、行った」を合わせると、小・中

学校とも１００％である。 

・児童生徒による「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると

思う。」の肯定的回答割合が年度を追うごとに微増傾向にあることと

考え合わせると、香美町教育の重点に示された「ほめる指導」、「認め

る指導」が浸透しつつあることがうかがえる。 
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ウ これまでの回答状況の変化から 

① 【学校に行くことについて】（学校満足度関連）    ※縦軸の単位は％、以下同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【「見通し・振り返り」学習活動の状況について】（授業改善関連） 

 

☆授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を取り入れている学校の割

合と、目標が示されていると思う児童生徒の割合の推移 

 

○多くの児童生徒が「学校に行くのが楽しい。」と答えている。平成２９年  

度の生徒においては、「満足度」が少し減少した。 

○「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」と答えている児童生

徒が一定割合いる。 

（参考）  

第２次香美町総合計画における施策指標では… 

 
 平成３２年度   

小学６年生 ９３％ 

中学３年生 ８９％ 
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☆授業の最後に学習内容を振り返る活動を計画的に取り入れている学校の割

合と、活動をよく行っていると思う児童生徒の割合の推移 

 

 

③【読書活動について】（「３つの町民運動」関連） 

 （注）「読書が好き」の割合の推移         （注）平日、学校の授業時間以外に３０分以上読書する  

児童・生徒の割合の推移 

 

○ 昨年度まで同様に、多くの学校が、授業の中で「目標（めあて・ねらい）を

示す活動」を実施していると回答しており、年毎に児童生徒の意識も高まり、

学校と児童生徒との意識のずれが縮小する傾向にある。特に中学校において顕

著である。 

○ 授業の最後に「振り返り活動」を実施する小学校と児童との傾向は、上記と

同様であるが、中学校では、学校と生徒の意識の差は縮まりつつあるものの、

小学校に比べ、やや大きい。 

○ １日当たり、読書時間と正答率の関係については、有意な差はみられない

と考えられる。（クロス集計ページ参照） 

○ 読書好きの児童生徒が増加しつつある。また、読書時間についても微増傾

向にある。 

○ 小学校・中学校とも「３つの町民運動」における「読書」の取組において、

一定の成果が現れつつあると考えられる。 
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④【将来の夢や目標について】（キャリア教育推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤【家庭学習について】（キャリア教育推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）児童…１時間以上（平日・土日とも）、生徒…２時間以上（平日・土日とも） 

〇 平成２９年度は、小学校、中学校とも昨年度よりも増加している。 

○ 「将来の夢や目標を持っていますか。」の問いに対して、「当てはまる」、「どち

らかといえば、当てはまる」と回答している割合は、児童では８０％台程度で推

移している。一方、生徒では７０％前後で推移している。 

○ 今後とも、校種間の連携を図りつつ、キャリア教育の推進体制の整備を図り、

児童生徒が、社会の変化を乗り越え、高い志や意欲を持つ自立した人間として、

未来を切り拓いていく力を身に付けることができるよう取り組んでいくことが

求められる。 

（参考）  

第２次香美町総合計画における施策指標では… 

 
 平成３２年度   

小学６年生 ９５％ 

中学３年生 ８０％ 

 

 

 

77.9  80.0  
84.9  

90.7  87.3  
83.4  

87.4  

71.2  69.7  72.9  
63.9  67.6  65.8  68.8  

Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２５  Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

将来の夢や希望について 

小学校 中学校 

57.7  
51.4  63.8  

66.5  

76.7  
73.9  70.9  

54.9  

40.0  

65.7  

64.2  
70.7  

60.5  61.0  

16.0  

24.0  
28.1  

18.8  

27.6  25.5  27.0  

43.4  43.4  
49.7  

41.0  

55.3  

43.6  43.1  

0

20

40

60

80

Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ２５  Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

家庭学習時間について 

小学校（平日） 小学校（土日） 中学校（平日） 中学校（土日） 



- 30 - 

 

 

 

⑥【自尊意識について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家庭学習の習慣が、児童生徒ともに着実に定着しつつある傾向がうかがえる。 

○ 生徒では、これまで同様、平日の家庭学習時間が「２時間以上」と回答してい

る者の割合が、各年度とも土日に比べて少ない。原因としては、部活動等で学校

滞在時間が長く、帰宅後も、その疲労などから家庭学習の時間が十分に確保でき

ていないことなども考えられる。 

○ 今後とも、キャリア教育推進の取組の一環として、「家庭学習」の重要性を児

童生徒に認識させるとともに、校区内の小学校・中学校が連携しあって取り組む

ことが大切である。 

〇 平成２９年度は、小学校はやや減少しているものの、中学校は昨年度よりも微

増している。 

○ 「自分には、よいところがあると思いますか。」の問いに対して、「当てはまる」、

「どちらかといえば、当てはまる」と回答している割合は、小学校児童では８０％

程度で推移している。一方、中学校生徒では７０％前後である。 

○ 小学校児童に比べて、中学校生徒の割合が低いこと、「どちらかといえば、当

てはまらない」、「当てはまらない」などと回答している者が、それぞれ２０％、

３０％程度いることが課題である。 

○授業や学校行事など、様々な機会や場を通して、子どもたちの成功体験を価値付

けし、達成感や成就感を持たせることが大切である。 
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⑦【ふるさと意識の醸成について】（「ふるさと教育」推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧【教師が児童生徒のことを認めることについて】（「ほめる指導」「認める指導」 

関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 児童生徒とも、「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」の問いに対し

て、「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答している割合は高い

が、児童の方が生徒よりも高く推移している。 

〇平成２９年度は、児童はその割合はやや低くなっているものの、生徒は高くなっ

ている。 

〇小・中学校とも、「ふるさと教育」の取組成果が浸透しつつあることがうかがえる。 

（参考） 

児 童 84.8% 

生 徒 73.1% 

「今住んでいる地域が好きですか。」（平成１９年度調査）の問いに対して、「当て

はまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答している児童（小学校６年生）

生徒（中学校３年生）の割合は次のとおりである。 

○ 小学校・中学校とも、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思

う。」と回答している児童生徒の割合は、年度を追うごとに微増傾向にある。 

○ 「香美町教育の重点」に示された「ほめる指導」、「認める指導」の推進が浸透

しつつあることがうかがえる。 

〇今後とも、その充実を図り、児童生徒の内発的学習意欲の向上に繋げる取組が求

められる。 
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⑨【新聞を読むことについて】（社会に対する興味・関心） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）平成２５年度は、香美町小・中学校は本質問番号を選択していないためデータなし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「毎日読む」、「週に１回～３回読む」を合わせても、過去３年間、いずれも

４０％に満たない程度であったが、平成２９年度は、さらに減少傾向にある。 

○ 教科の調査結果とのクロス集計では、新聞をよく読んでいる児童生徒ほど教

科の正答率が高い傾向にあり、日常生活の中で新聞の活字に機会あるごとに触

れたり、新聞を日々の授業実践の中で活用したりしていくことなどが求められ

る。 

-17- 
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（３）質問紙と学力のクロス分析の状況 
 

＜部活動実施と正答率の状況について＞ 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

中（21） 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、部活動をしますか（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 国語Ａ、数学Ａ、数学Ｂにおいては、１日当たりの部活動の実施時間が「１～

２時間」と答えている生徒の正答率が最も高い。 

〇 国語Ｂにおいては、１日当たりの部活動の実施時間が「３０分～１時間」と答

えている生徒の正答率が最も高い。 

〇 ３時間以上、部活動をしている生徒の各正答率は、低い傾向にある。 

〇 文部科学省は、「部活動と正答率の因果関係は分からない。」とコメントしてい

るが、本町においても同様と考えられる。 

〇 兵庫県では、生徒への過重な負担を考慮して、土・日曜日、祝日における練習

等についても特段に留意するよう各学校に求めるとともに、「いきいき運動部活

動」啓発リーフレットの発行や「ノー部活動デーの設定」、定期的な「運動部・

文化部練習実施状況調査」の実施などの取組を進めている。 

〇 本町においても、今回の調査結果やこれらの取組を踏まえ、学校教育活動 

の一環として、生徒にとって意義ある部活動にしていくことが求められる。 

全
く
し
な
い 

３
０
分
未
満 

３
０
分
～
１
時
間 

１
～
２
時
間 

２
～
３
時
間 

３
時
間
以
上 

0%

20%

40%

60%

80%

100% 数学Ｂ 数学Ａ 

全
く
し
な
い 

３
０
分
未
満 

３
０
分
～
１
時
間 

１
～
２
時
間 

２
～
３
時
間 

３
時
間
以
上 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

《生 徒》 

国語Ａ 国語Ｂ 



 

- 34 - 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

＜「新聞を読むこと」と正答率の状況について＞ 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（45）、中（47） 新聞を読んでいますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 国語Ａ・Ｂでは、児童生徒とも「毎日読む」、「週に１～３回程度読む」と回答

している者の方が正答率が高い傾向にある。 

〇 算数Ａ・Ｂでは、「毎日読む」と回答している児童の正答率が最も高い。 

〇 数学Ａ・Ｂでは、「週に１～３回程度読む」と回答している生徒の正答率が最

も高い。 

〇 新聞を読む頻度の違いはあるものの、「新聞を読むこと」が、日々、活字文化

にふれ、論理的に考えたり、思考したりする機会となっていると考えられる。 
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＜「読書が好きか」と正答率の状況について＞ 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（72）、中（74） 読書は好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 「読書が好きですか」の問いに対して、「当てはまる」、「どちらかといえば当

てはまる」と回答している児童生徒の方が、国語Ａ・Ｂ・算数（数学）Ａ・Ｂと

も正答率が高い傾向がみられる。 

〇 児童生徒の読書意欲を高めるための一層の工夫が求められる。 
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＜「読書時間」と正答率の状況について＞ 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（18）、中（18） 
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間読書をしますか 

（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 国語・算数（数学）Ａ・Ｂのいずれにおいても、読書時間の多少による有意差

はみられないと考えられる。 
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 学校  では

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力ある授業づくりを！  
  ～「学ぶ授業」から「学び合う授業」への転換を図る～ 

児童生徒の「学びに向かう力」を高めるためには、指導者は子ども

たちの実態に学び、学力や学習状況の把握に基づく、きめ細かな学習

指導に取り組むことが大切です。 

＜授業実践のポイント＞ 

□「めあて・学習課題や学習の流れ」の提示、「振り返り」活動を取り

入れる。 

□新学習指導要領改訂のポイントを踏まえるとともに、指導形態や指

導方法の工夫改善を図り、授業の展開の中に、「書く活動」、「発表や

話し合う活動」などを取り入れる。 

□ＩＣＴ機器の活用を図ったり、体験的な活動などを取り入れたりす

る。 

□「ほめる指導」を大切にする。 

学びの連続性のある取組を！ 
～小中連携、小中一貫化の取組を通した交流の質的高まりを図る～ 

子どもたちの学びの連続性を保障するためには、校種間の枠を越

え、義務教育９年間を通して児童生徒に必要な資質・能力を育むこ

とが大切です。 

＜実践のポイント＞ 

□中学校区で「目指す子ども像」を共有し、合同研修会などを通して

指導方法や指導体制等の工夫改善を図る。 

□９年間を見通したカリキュラムづくりや授業研究や研修会、乗り入

れ授業などに取り組む。 

□キャリア教育の視点から「家庭学習のきまり」を作成するなど、中

学校区で学習への目的意識を持たせる系統的な指導をすすめる。 

小規模校ならではの特色を生かした取組を！ 
～「学校間スーパー連携チャレンジプラン」の充実を図る～ 

小規模校のよさを生かし、きめ細かな指導をすすめるとともに、小

規模校の課題を克服し、子どもたちの主体性、望ましい競争心などを

育てることが大切です。そのために、「学校間スーパー連携チャレンジ

プラン」に取り組み、多人数の学習集団や複数教員による複眼的な指

導により子どもたちの学力や人間関係力を高めていきます。 

＜実践のポイント＞ 

□事前、事後の打合せや研修を充実させ、他校の教員の実践から

も学び合うなど、自らの授業改善に生かす。 

□取組成果や課題の可視化を図り、次の取組につながる評価など

について検討する。 

 

３ 今後の取組の方向性について 
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 家庭・地域  では

 

家庭は子どものよりどころ、すべての教育の出発点  

      地域の子どもは地域で育てる機運を盛り上げよう！ 

   

子どもたちが安心して学びに向かうためには、学校にとって家庭や地域

の協力は不可欠です。家庭で読書や家庭学習などに積極的に取り組んだ

り、家の人と学校の出来事について話をしたりする児童生徒ほど、学力・

学習状況調査の正答率は高い傾向にあります。 

また、地域には学校での学習につながる教育・学習資源や人材が豊富で

す。地域に学び、子どもたちのふるさと意識を醸成していくことは、将来

の香美町を支えていくためにも大切です。「オープンスクール」、「学校版

教育環境会議」など、様々な機会や場を通して、学校と家庭・地域がいっ

しょになって子どもたちを育んでいきましょう。 

 

 ＜実践のポイント＞ 

□規律ある生活（早寝、早起き、朝ごはん等）の習慣化 

□家庭学習の習慣化（「ながら勉強ゼロ」など） 

□家庭で読書に親しむ環境づくり（「親子で読書」「あった家読書」な

ど） 

□スマートフォンなど情報通信機器利用に関するルールづくり 

□子育て、しつけの中での「ほめる」、「認める」の実践 

□地域行事への参加などを通した「ふるさと意識」の醸成 

□「あいさつ運動」の推進や「ふるさとものしり博士」などによる学

校支援 等 

 

〇各種研修会の実施 

〇ホームページ、町広報誌などによる情報提供 

〇各種事業の実施（ふるさと教育交流会、ふるさとおもしろ塾、ふる

さと給食試食会など） 

〇学校等の施設設備など、教育環境の充実 等 

 
行政  では

学校・家庭・地域への支援を！ 

 

教育委員会では、「ふるさとに学び 夢や志を抱き ふるさと香美を大

切にする人づくり」を目指し、「香美町教育振興基本計画」や「香美町教

育の重点」に基づき、香美町の教育を推進していきます。そのために、

各学校の教育充実を図るとともに、家庭・地域での様々な取組を支援し

ていきます。 

 

 

 

◆問題文や各質問紙の詳細は、国立教育政策研究所のウェブサイトで 

見ることができます。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 
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